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研究の背景および目的

おもな研究内容

期待される効果・応用分野

森林資源は日本で自活可能な資源の一つである。特に人工林資源は世界的にも貴重な
資源であり、これらの活用が望まれる。戦後に植林された人工林は更新の時期を迎え
ており、伐採後の再造林が進められている。しかし、再造林による２代目造林がどの
ような成⾧を示すのか不明であり、林地生産力を基とした将来の森林資源量評価が必
要となっている。

１．詳細森林情報の整備
・航空レーザー計測及び航空写真３次元化により、森林資源
と地形のデジタル化

・ドローン撮影画像による詳細資源情報のデジタル化
・地上レーザー計測による森林資源解析
・固定試験地の継続的モニタリングによる正確な森林情報の
解析と蓄積

２．地形因子からのAI林地生産力評価モデルとマッピング
・レーザー計測データからの詳細DEMによる地形区分
・地形区分を基としたAI林地生産力評価モデルの構築
・汎用性の高い林地生産力評価方法によるGIS上での拡張に
よるマッピング

３．２代目以降造林の森林資源予測モデルの構築
・皆伐後の取り扱い方法の違いによる養分移動と残存状況の調査
・２代目以降造林の生産力の低下に関する実態調査と要因解析
・リモートセンシングによる皆伐・再造林実施状況調査
・２代目以降造林を含めた森林資源予測モデルの構築

傾斜区分図

・森林経営スケールだけでなく広域における森林資源量の把握と将来予測ができる
・森林所有・森林整備・素材生産・木材産業という地域内の森林エコシステムに貢献
・造林・森林整備による森林カーボンクレジットの評価に活用できる
・「森林の見える化」のためのレーザー計測・３次元化解析技術の向上に貢献できる
・人工林だけでなく天然林や竹林も含めて客観的な評価をすることができる
・森林経営・林業を自立した産業に変革させ、地域資源を活用した地域経済に貢献する


